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９
月
定
例
会

豪雨災害  今年もまた
7月豪雨　被災箇所250件以上に

　７月21日の豪雨により、道路・河川・農地・水路等に被害が発生した。
発災後から応急工事が速やかに行われ、この応急工事と本格的復旧工事
等の補正予算を９月議会で承認・可決した。
　なお、今回も激甚災害と指定されたため、災害復旧事業への国庫補助
が増え、町負担が軽減される。

曽根田川

総額130億620万円

+1億4,200万円
災害復旧費

7億1,704万円災害復旧費合計

5億7,504万円
災害復旧費

一般会計補正予算

応急
工事

合 計

本格
工事

（一般会計当初予算額  119億4,683万円）

分担金
国庫負担金
財政調整基金繰入金
町債

1,774万円
3億8,284万円
3,526万円

1億3,920万円

（歳入内訳）

財政調整基金繰入金
町債

１億1,700万円
2,500万円

（歳入内訳）

９月
補正予算
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議
案
審
議 補正予算の主なもの

議案の主なもの

指定給水装置工事事業者の指定更新及び
手数料の額、加入金等の額の変更。

〈対象〉コスモスプラザ・めくばーる・公
民館支館・体育施設・学校施設・隣保館・
ちくぜん少年大使館・リブラ等

◆消費税率及び地方消費税率引き上げに伴う
　関係条例の改正

◆ファーマーズマーケット　
　みなみの里　経営状況

売上高
純利益

３億1,989万 3,655円
1,686万 7,465円

町の各施設・設備の使用料の変更。
（令和２年４月１日より）

幼児教育・
保育の無償化
に伴うもの

◆子育てのための施設等利用給付事業　
　　　　　　　　　　　　　　　8,339万円

※詳細は町の広報誌
　9月号４ｐに掲載

微細霧ミスト及び排液量センサーシステム
の取付け

◆イチゴハウス　設備の取付工事費

木質バイオマス発電所燃料供給施設の整備
に対する県からの補助金を交付

◆木材産業等競争力強化対策事業

◆木質バイオマス供給施設整備事業

和室畳の新調・自動扉の部品交換・屋外喫
煙所の設置

　　料金は据え置きと説明があったが、改
正案では上がっているようだが。
　　料金は水道使用料金とメーター使用料
の合計額であり、電気料金等のコスト低減を
図ることで、今回据え置きとしている。加入
金は、水道施設利用権を取得するにあたり
メーター設置等に係る経費が発生するため、
消費税引き上げに伴い額を変更している。

　　去年整備されたばかりだが、何の要因
で設備が必要になったのか。またその必要
性があるのか。
　　収穫後の検証の結果、更なる収穫量と
品質向上を目指して、ミストと排液センサー
の最先端技術を導入するもので、併せて町
内イチゴ農家への普及を図る目的である。

　　屋外喫煙所の設置工事費が計上されて
いるが、今後、町関係施設や学校は設置さ
れるのか。
　　本庁舎・コスモスプラザでは原則敷地
内禁煙なので、受動喫煙の防止対策を施し
た屋外喫煙所を設置している。学校も同様
に敷地内は原則禁煙のため、学校現場とも
協議しながら対応していく。

可決

◆水道事業給水条例の一部を
　改正する条例の制定 可決

◆人権擁護委員の推薦 同意

報告

194万円5,523万円

3,000万円

◆隣保館運営事業事業 153万円

藤田　和明氏（四三嶋）

（増額分）
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決
算
報
告

一
般
会
計
決
算
で
は
、歳
出
総
額
は
前
年
度
よ
り
若
干
の
増
額
と
な
っ
た
も
の

の
、経
常
収
支
比
率
お
よ
び
財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
下
が
り
、財
政
運
営
の

改
善
が
み
ら
れ
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
内
容
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
。

◆一般会計

125億8,095万円
（前年度比0.4％増）

歳出総額

◆各会計決算状況 (万未満は四捨五入)

会　計　別 歳入（収入） 歳出（支出）

128億3,148万円

33億6,495万円

3億7,150万円

3,475万円

501万円

14億5,319万円

3億1,740万円

4億5,529万円

1億2,263万円

国民健康保険

後期高齢者医療

住宅新築資金等貸付事業

工業用地造成事業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

一　般　会　計 125億8,095万円

33億5,420万円

3億6,899万円

1,927万円

212万円

14億1,368万円

7億1,353万円

4億5,158万円

3億4,423万円

平
成
30
年
度
決
算

平
成
30
年
度
決
算

特 

別 

会 

計

企 

業 

会 

計 

別

公債費
18億5,627万円

14.8%

総務費
15億7,729万円

12.5%

議会費
1億630万円
0.8%

民生費
37億1,605万円

29.5%

衛生費
11億2,364万円

8.9%

農林水産業費
9億9,198万円

7.9%

商工費
2,784万円
0.2%

土木費
14億4,834万円

11.5%

消防費
5億930万円
4.0%

教育費
9億2,128万円

7.3%

災害復旧費
3億266万円
2.4%

借り入れの返済金のこと。
将来の負担軽減のため、
４億1,053万円の繰上償
還を行った。

不足分については、当年度消費税および地方
消費税資本的収支調整額などで補てんして
いるため資金不足が発生しているわけでは
ありません。

医療や介護、
子育てなど福
祉に使うお金

ごみ・し尿の処理や、
予防接種の費用など

下水道事業
会計

水道事業
会計
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決
算
報
告

　北
原
代
表
監
査
委
員
よ
り

「
平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
並

び
に
基
金
の
運
用
状
況
は
、
い

ず
れ
も
計
数
に
誤
り
は
な
く
、

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
」
と
す
る
決
算
審
査

意
見
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
執
行
状
況
は
適
正

代
表
監
査
委
員
の
報
告

◆基金と町債の状況

128億3,148万円
（前年度比0.5％増）

歳入総額

49億8,784万円

16.8万円
町民1人あたり

基金（貯金）
150億5,926万円

50.8万円
町民1人あたり

町債（借金）

町税
30億3,908万円

23.7%

繰越金
2億3,755万円

1.9%

自主財源
52億5,556万円

41.0%

その他
7億7,067万円

6.0%

町債
7億1,186万円

5.5%

県支出金
11億4,471万円

8.9%

国庫支出金
11億9,170万円

9.3%
依存財源

75億7,592万円
59.0%

地方交付税
37億5,698万円

29.3%

その他
19億7,893万円

15.4%

町民税や固定資産税、
軽自動車税など

保育や医療など使い
道の決まった補助金

自治体の規模に
応じて国から交
付されるもの

ふるさと応援
寄附金を含む

人口：29,666人（出典：住民基本台帳H31年3月末）

◆町の財政状況
Q.財政力は？
財政力指数 0.47（0.47）

※（　）内は29年度の値

数値が高いほど自主財源の割合が高く、財政力が強い。

Q.余力は？
経常収支比率 88.2％（95.5％）
数値が高いほど財政状況が悪い。

Q.借入金の負担度は？
実質公債費比率 13.4％（14.0%）
25.0％以上は財政健全化計画の策定が必要。

筑前町への
ふるさと応援寄附金額

1億
9,459
万円

9,743
万円

5,586
万円4,198

万円
211
万円

H28 H29 H30H27H26

町の借入金

ふるさと応援寄附金は
年々UP!
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

福
祉
・
健
康

文
化
財
・
学
校

水

　道

記
念
館
と
巡
回
バ
ス

公
園
・
住
宅

　
　見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
区

独
自
で
活
動
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
補
助
事
業
の
終
了
後
も
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

（
福
祉
課
長
）

　
　特
定
健
診
の
受
診
率
が
42
％
で

国
の
目
標
に
届
い
て
い
な
い
。
ペ
ナ

ル
テ
ィ
は
な
い
の
か
。

　
　
国
の
目
標
は
60
％
。
現
在
ペ
ナ

ル
テ
ィ
は
な
い
。
　 

　（
健
康
課
長
）

　
　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が
手

元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
何
人
い

る
の
か
。

　
　
９
月
１
日
現
在
９
人
の
方
が
、

ま
だ
保
険
者
証
の
受
領
を
し
て
い
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　（
健
康
課
長
）

　
　整
理
し
て
い
な
い
文
化
財
は
、

ど
れ
位
残
っ
て
い
る
の
か
。
又
、
整

理
に
ど
れ
位
の
年
数
が
か
か
る
の

か
。

　
　
未
報
告
の
も
の
が
、
３
千
500
箱

あ
る
。
今
か
ら
15
年
は
か
か
る
予
定

で
、
整
理
作
業
を
進
め
て
い
く
。
　

　
　
　
　
　
　
　 

　（
教
育
課
長
）

　
　い
じ
め
・
不
登
校
問
題
対
策
と

し
て
、
専
門
家
が
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
る
の
か
。

　
　
児
童
・
生
徒
に
関
わ
る
先
生
方

を
専
門
的
な
立
場
か
ら
指
導
し
て
頂

い
て
い
る
。
　
　
　 

　
　（
教
育
長
）

　
　学
校
で
納
税
に
つ
い
て
の
学
習

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
税
務
署
か
ら
小
・
中
学
校
に
講

師
を
派
遣
し
、
租
税
教
室
を
行
っ
て

い
る
。
　
　
　
　
　 

　（
税
務
課
長
）

　
　大
刀
洗
平
和
記
念
館
と
周
辺
市

町
村
で
連
携
を
深
め
る
べ
き
で
は
。

　
　
連
携
で
き
る
事
業
は
実
施
し
て

い
く
。
　
　
　
　
　
　 

（
企
画
課
長
）

　
　巡
回
バ
ス
の
利
用
者
が
減
っ
て

い
る
。
具
体
的
な
方
策
は
。

　
　
車
両
・
コ
ー
ス
の
見
直
し
、
便

数
増
で
、
検
討
し
て
い
る
。

（
企
画
課
長
）

　
　多
目
的
運
動
公
園
の
管
理
運
営

に
、
ど
う
い
う
支
障
が
あ
る
の
か
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
い
る
た
め
管
理
は
で
き
る

が
、
指
導
・
警
備
的
な
も
の
に
つ
い

て
は
対
応
で
き
な
い
。

（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　耐
用
年
数
を
超
過
し
て
い
る
公

営
住
宅
は
、
ど
れ
位
あ
り
、
建
替
え

の
計
画
は
な
い
の
か
。

　
　
８
団
地
、
約
60
戸
に
な
っ
て
い

る
。
建
替
え
に
つ
い
て
は
東
小
田
団

地
が
最
終
予
定
。 

（
都
市
計
画
課
長
）

　
　上
水
道
の
接
続
に
は
期
限
が
あ

る
の
か
。

　
　
任
意
加
入
で
あ
り
、
期
限
は
な

い
。
た
だ
し
、
事
前
加
入
者
で
未
接

続
の
場
合
、
公
費
に
よ
る
設
置
費
用

を
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　（
上
下
水
道
課
長
）

１．財政が厳しい中、最小の経費で最大の効果を上げて

　　予算執行されたかどうか。

２．議会においての予算審議の趣旨が十分生かされたか。

３．住民本意で、適期に執行されたか。

審 議 に お け る ポ イ ン ト
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

財

　政

農

　業

子
育
て
・
健
康

災

　害

　
　経
常
収
支
比
率
88.2
％
、
前
年
度

か
ら
7.3
％
改
善
さ
れ
た
。
今
後
の
見

込
み
は
。

　
　
扶
助
費
等
の
増
に
よ
り
、
こ
の

ま
ま
改
善
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
令

和
５
年
度
か
ら
公
債
費
が
減
少
し
て

い
き
改
善
が
見
込
ま
れ
る
。

（
財
政
課
長
）

　
　財
政
調
整
基
金
は
標
準
財
政
規

模
の
20
％
に
近
い
数
字
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
こ
う
い
う
推
移
で
進
む

の
か
。

　
　
万
が
一
の
た
め
に
20
億
円
は
保

持
し
て
い
く
こ
と
を
今
後
も
進
め
て

い
き
た
い
。
　
　
　
　 

（
財
政
課
長
）

　
　企
業
誘
致
の
推
進
は
今
後
、
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
研
究
し
な
が
ら
、
優
良
企
業
の

誘
致
に
努
め
た
い
。
　

（
都
市
計
画
課
長
）

　
　住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

は
、
借
入
者
・
保
証
人
が
死
亡
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
に
は
保
証
人
を
つ
け

て
回
収
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

　
　
県
の
方
か
ら
も
指
導
を
受
け
て

い
る
。
ま
ず
は
家
族
や
相
続
人
を
先

に
対
応
し
て
い
る
。

（
人
権
・
同
和
対
策
室
長
）

　
　六
次
産
業
化
し
た
商
品
だ
け
で

な
く
、
農
産
物
を
販
路
拡
大
す
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
町
が
と
る
べ
き

で
は
。

　
　
庭
先
野
菜
な
ど
に
つ
い
て
は
、

み
な
み
の
里
を
中
心
に
更
な
る
推
進

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
　

（
農
林
商
工
課
長
）

　
　田
畑
の
畔
の
崩
落
は
災
害
の
対

象
に
な
る
の
か
。

　
　
被
害
状
況
に
よ
っ
て
は
復
旧
事

業
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
。
　
　
　
　
　（
農
林
商
工
課
長
）

　
　ネ
グ
レ
ク
ト
（
子
ど
も
に
対
す

る
適
切
な
養
育
放
棄
）
へ
の
対
応
は
。

　
　
ネ
グ
レ
ク
ト
の
現
状
は
様
々
な

の
で
、
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
、
対
応
し
て
い
く
。

（
こ
ど
も
課
長
）

　
　学
童
保
育
支
援
員
や
保
育
士
の

確
保
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　
　
学
童
の
支
援
員
は
、
昨
年
度
か

ら
処
遇
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
保
育

士
は
、
免
許
保
有
者
に
通
知
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　 

（
こ
ど
も
課
長
）

　
　30
年
度
で
の
災
害
件
数
並
び
に

経
費
は
ど
の
位
に
な
る
の
か
。

　
　
ト
ー
タ
ル
の
見
込
み
で
、
件
数

に
つ
い
て
は
284
件
。
約
９
億
円
と
試

算
を
し
て
い
る
。
　
　 

（
建
設
課
長
）

　
　復
旧
工
事
を
す
る
場
合
、
何
か

決
ま
り
が
あ
る
の
か
。

　
　
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
原
形
復
旧
が
原
則
。（

建
設
課
長
）

農産物の販路拡大を

～平成30年度決算を問う～
決算・事業成果に対する委員の質問は、130項目にわたる質問が
行なわれた。その一部を掲載。

ムダづかいを

しよらんね？

あ
ぜ
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議
決
結
果

賛成多数で可決・承認した議案

全会一致で可決・承認した議案

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

平成30年度国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算

平成30年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算

平成30年度住宅新築資金等貸付事業特別会計
歳入歳出決算

天皇陛下御即位奉祝の賀詞決議

令和元年度水道事業会計補正予算（第１号）

平成30年度一般会計歳入歳出決算

（反対討論）河内：値上げでは町民の利用控えが懸念され、行政努力で現行を維持すべき。

（賛成討論）横山：消費税引上げにより公共施設の維持管理費が増大する。施設利用者
と利用しない人の負担の公平性を考慮し、見直しは必要。

令和元年度一般会計補正予算（第４号）

令和元年度一般会計補正予算（第５号）

令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和元年度一般会計補正予算（第６号）

平成30年度下水道事業会計決算　

平成30年度水道事業会計決算

平成30年度工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算

人権擁護委員の推薦

株式会社筑前町ファーマーズマーケットみなみの里の経営状況

平成30年度財政健全化判断比率

平成30年度公営企業の資金不足比率

印鑑条例の一部を改正する条例の制定

農業集落排水事業基金条例の一部を改正する条例の制定

下水道事業基金条例の一部を改正する条例の制定

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業等の保育料に
関する条例の一部を改正する条例の制定

農業集落排水事業条例の一部を改正する条例の制定

下水道条例の一部を改正する条例の制定

消防団員の定員、任用、給与、服務等に関する条例の一部を
改正する条例の制定 議員派遣の件

「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度
　２分の１復元」にかかわる意見書の提出を求める請願書

「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度
　２分の１復元」を求める意見書

令和元年９月定例会

補
正
予
算

発
議

請
願

決
算

専
決

人
事

報
告

条
例

条
例

区
分

決
算

発
議

補
正
予
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺
原

　裕
明

柳

　
　雅
明

持
山

　英
幸

石
橋

　里
美

木
村

　和
彦

深
野

　良
二

田
口

　讓
司

山
本

　一
洋

奥
村

　忠
義

山
本

　久
矢

木
村

　博
文

河
内

　直
子

横
山

　善
美

消費税率及び地方消費税率の引き上げ等に伴
う関係条例の整備に関する条例の制定

水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定

（反対討論）河内：部落解放同盟への600万円超の補助金は筑紫野市を上回り、町民
の理解を得ることは困難。補助金削減の協議もされていない。また、２億円超の不用額
は大きく、町民福祉向上のために使うべきだった。

（反対討論）河内：2018年度から国による3,400億円の公費増となったが値上げが
続いている。保険税の引き上げではなく、財政調整基金を使うべき。未納金の解消・抜
本的保険税の引き下げとなり、収納対策にもなる。

（反対討論）河内：軽減特例措置が廃止されれば低所得者層には大変な負担増。保険
証が届いていない方がいることも大問題。75歳という年齢だけで医療を差別する制
度に反対であり、老人保健制度に戻すべき。

（賛成討論）深野：当団体は公共の福祉・差別撤廃に資する活動をされている。地域的
な特徴もあり、一概に他の自治体と比較はできず、補助金交付は適正に実施されてい
る。また、会計全般については決算審査特別委員会で審議・承認されている。

（賛成討論）木村博文：１億円に至らない法定外繰入金やこれまでの取り組み・制度改
革により、６年ぶりの黒字決算となった。国への財政支援要望活動や重症予防対策・医
療費抑制にも継続的に努めている。

（賛成討論）山本久矢：町の１人あたり医療費が27年度から県内で10位以内が続く高水準
の中、広域連合と連携しながら医療費抑制対策や心身の特性に応じた医療を提供している。

（賛成討論）河内：即位の礼等の一連の儀式は明治憲法下での儀式を踏襲するもので、
日本国憲法の原則とは相容れないものである。賀詞には賛成を表明する。
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行
政
視
察
報
告

行政視察報告 日　程　令和元年９月30日～10月１日　２日間
視察地　鹿児島県
　　　　鹿児島市・南九州市・いちき串木野市

～先進地に学ぶ～

　この農業公園は、農場・レストラン・直売所・体験学
習施設・地域交流エリアを併設しており、循環型農業を
通じて、食と農への理解や観光振興へ寄与している。特
に「滞在型市民農園」は12坪程の滞在できる簡易宿泊
所付きの貸農園で、農業の魅力を発信することに留ま
らず、家族との思い出づくりもできる魅力的な施設と
なっている。本町の基幹産業である農業の発展と道の
駅・観光いちご園を併設するみなみの里の更なる安定
運営のヒントにしたい。

●鹿児島市「グリーンファーム」

　同会館は昭和49年に前身の「特攻遺品館」として建
設され45年が経つ。年間来館者は40万人を超えて、名
実ともに日本中に知れ渡り、恒久平和の発信拠点とし
て寄与する施設である。本町の平和記念館も10周年を
迎え、様々な課題が見えてきた中で、平和の大切さ、命
の尊さを語り継ぐ使命を全うするために更なる努力が
求められている。H28年に増築工事をした際は、知覧
の優れた設備を参考にした経緯もある。今年、知覧特
攻平和会館・万世特攻平和祈念館・大刀洗平和記念館
の３館で連携協定が締結された。歴史ある先輩施設に
習い、より充実した運営をしていかなければならない
ことを改めて痛感した。

●南九州市「知覧特攻平和会館の取り組み」

　特産品が豊富な、いちき串木野市では「食のまちづ
くり条例」を制定し、基本計画で行政・市民・事業者が
それぞれの役割と責務を明確にした取り組みをして
いる。食を通じた多彩なイベント・ご当地グルメの開
発・地元焼酎で乾杯を推進する条例・健康メニューの開
発支援・食育の推進・新たな特産品と食材の開発など、
各取り組みやネーミングには職員の企画力と熱心さ
が伝わってきた。
　研修した内容を筑前町の食のまちづくり施策などに
活かしていきたい。

●いちき串木野市「食のまちづくりについて」

簡易宿泊所と貸農園

特攻平和観音の由来を記した石碑

※石碑の碑文を11ページに記載。
　大刀洗飛行場と知覧特攻基地の関係が
　わかります。

ま
ぐ
ろ
や
み
か
ん
等
の
特
産
品
に
よ
り
、食
を
通
じ
た

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
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委
員
会
活
動

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
年

間
目
標
の「
見
て
・
聞
い
て
・
提
言
」を

実
行
す
べ
く
各
種
団
体
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
６
月
２８
日（
金
）の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

と
の
意
見
交
換
会
で
は
、「
学
校
の

プ
ー
ル
監
視
の
問
題
」「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
今
後
」「
通
学
路
の
問
題
」

な
ど
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、７
月
２５
日（
木
）の
教
育
委
員

と
の
意
見
交
換
会
で
は
教
育
委
員
の

皆
さ
ん
と「
英
語
教
育
の
充
実
」「
支

援
学
級
が
か
か
え
る
問
題
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
実
態
」
な
ど
で
議
論
し
ま
し

た
。

　
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意
見
の

一
部
を
９
月
議
会
で
、寺
原
副
委
員
長

が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
残
さ
れ
た
意
見
も
委
員
会
で
論
議

し
て
各
関
係
機
関
に
提
言
し
て
い
き

ま
す
。

　
地
域
巡
回
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
活
動
に
つ
い
て
、10
月
９
日（
水
）筑

紫
野
市
の
取
り
組
み
を
視
察
し
て
き

ま
し
た
。

　
筑
紫
野
市
で
は
７
カ
所
の
拠
点
施

設
を
整
備
し
、自
治
会
や
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
・
自
主
防
災
組
織
等
と
協
力
体
制

を
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
各

組
織
で
防
災
・
福
祉
・
教
育
を
優
先
に

地
域
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
さ
れ
る
そ

う
で
す
。ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
運
営

す
る
御
笠
自
治
会
バ
ス
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
財
政
力
の
違
い
が
あ
る
た
め
、筑
前

町
で
は
施
設
整
備
や
職
員
配
置
な
ど

厳
し
い
点
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
体
的
な
活
動
ス
タ
イ

ル
や
区
長
業
務
の
代
行
な
ど
は
参
考

に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、ど
の
よ
う
に
し
た
ら
本
町
の

施
策
に
活
か
せ
る
か
、委
員
会
で
議
論

を
交
わ
し
て
、課
題
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

教育委員との意見交換会の様子

筑紫野市担当課から説明を受けている様子

〜
も
っ
と
住
み
よ
い
町
に
〜

筑紫野市
コミュニティ・
バスを視察調査

各種団体と
意見交換会

を開催

委
員
会
の
活
動
報
告

総務建設常任委員会

文教厚生常任委員会
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委
員
会
活
動

　
こ
の
地
は
昭
和
十
七
年
三
月
大
刀
洗
陸
軍
飛
行
学
校
知
覧
分
校
が
設
け
ら

れ
て
連
日
隊
員
の
訓
練
を
重
ね
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
国
際
状
勢
の
次
第
に

緊
迫
し
険
悪
と
な
る
に
し
た
が
い
遂
に
昭
和
二
十
年
本
土
最
南
端
航
空
基
地
と

し
て
陸
軍
最
後
の
特
攻
基
地
と
な
り
凡
そ
一
千
の
若
き
勇
士
が
莞
爾
と
し
て
雲

流
る
る
果
て
遥
か
逝
い
て
帰
ら
ざ
る
壮
途
に
つ
か
れ
た
思
い
出
深
い
土
地
で
あ

る
。
こ
れ
ら
若
人
の
至
情
至
純
の
精
神
を
顕
彰
し
悠
久
空
し
く
散
華
せ
る
御
霊

の
と
こ
し
え
に
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
祈
念
し
以
て
祖
国
の
久
遠
の
平
和
復
興

に
資
せ
ん
た
め
関
係
旧
将
士
の
浄
財
を
集
め
て
つ
く
ら
れ
た
特
攻
平
和
観
音
像

を
今
こ
の
念
願
を
同
じ
く
す
る
有
志
等
の
願
望
に
よ
り
、
こ
の
ゆ
か
り
も
深
い

知
覧
町
旧
飛
行
場
跡
に
奉
安
す
る
。
尚
そ
の
一
体
は
海
軍
の
そ
れ
と
共
に
東
京

都
世
田
谷
山
観
音
時
内
特
攻
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
て
あ
る
が
、
こ
の
観
音
像
は

大
和
法
隆
寺
の
秘
佛
「
夢
ち
が
い
観
音
」
を
模
造
し
た
も
の
で
あ
り
高
さ
一
尺

八
寸
体
内
に
特
攻
勇
士
の
芳
名
を
謹
記
し
た
巻
物
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。
茲
に

知
覧
町
民
の
浄
財
を
も
っ
て
堂
宇
を
建
立
し
一
千
勇
士
の
御
霊
を
永
遠
に
鎮
め

ま
つ
り
、
そ
の
精
神
を
顕
揚
し
て
以
て
祖
国
平
和
復
興
を
祈
念
す
る
た
め
い
さ

さ
か
由
来
を
述
べ
て
碑
文
と
す
る
。

特
攻
平
和
観
音
の
由
来

知
覧
と
大
刀
洗
を
結
ぶ
平
和
へ
の
祈
り

知
覧
特
攻
平
和
観
音
堂
横
に
あ
る
石
碑
の
全
文

知
覧
町
長
　
飯
野
　
武
夫
　
撰

昭
和
三
十
年
九
月
二
十
八
日
建
つ

筑前町内で撮った写真であれば、風景や人
物は問いません。
あなたの好きな景色や子どもが遊ぶ姿な
ど、たくさんの応募をお待ちしています。
　
※詳細は筑前町議会のホームページ、又は
　議会事務局までご確認ください。

筑前町議会だより  　　　　
の表紙写真を募集！

議会活性化検討特別委員会

議会広報特別委員会

意
見
交
換
会
を
開
催

　
７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
、男
女
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
会
、シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
、商
工
会
と
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、さ
ま

ざ
ま
な
問
題
や
町
へ
の
要
望

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
各
常
任
委
員

会
に
お
い
て
取
り
組
み
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

広
報
研
修
会
に
参
加

　
議
会
広
報
誌
の
編
集
に
つ

い
て
、研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
。う
ぐ
い
す
53
号
を
見

な
が
ら
、情
報
を
わ
か
り
や

す
く
読
み
や
す
く
す
る
た
め

の
、見
出
し
の
配
置
や
説
明

書
き
な
ど
、編
集
方
法
の
具

体
的
な
指
導
を
受
け
ま
し

た
。

　
町
民
視
点
に
立
ち
、議
会

活
動
が
伝
わ
る
紙
面
づ
く
り

を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

（
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
石
碑
）
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一
般
質
問

　９月議会では、６人の議員から13件の一般質問が行われ、町政全般について活発な
議論が展開されました。
　なお、全文記録（会議録）については、筑前町ホームページに掲載しますので、ご覧
ください。（http://www.town.chikuzen.fukuoka.jp/）
※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。

  町政を問う町政を問う町政を問う
一般質問一般質問一般質問

月定例会月定例会９
ここが
聞きたい！

検索筑前町議会

柳　雅明　議員

柳
　
筑
前
町
の
北
側
に
は

広
大
な
山
が
広
が
り
こ
の

山
が
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
、次
第
に
手
入
れ
が
と

ど
こ
お
り
、荒
廃
す
る
山

が
増
加
し
て
い
る
。平
成

20
年
か
ら
福
岡
県
で
は
危

機
感
を
感
じ
て「
森
林
環

境
税
」を
導
入
し
て
独
自

に
山
を
保
全
す
る
対
策
に

の
り
だ
し
た
。

　
こ
の
度
国
が
制
定
し
た

「
森
林
環
境
税
」と
県
の
税

と
の
整
合
性
は
。

税
務
課
長

　国
・
県
の
両

税
の
課
税
目
的
、使
途
と

し
て
の
考
え
方
に
違
い
が

あ
り
、県
税
が
国
に
包
含

さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

町
長

　こ
の
税
の
導
入
に

つ
い
て
は
30
年
来
の
歴
史

を
持
ち
、各
県
が
そ
れ
ぞ

れ
に
条
例
を
制
定
し
て
国

に
先
行
し
た
形
で
公
益
性

の
税
と
し
て
い
る
。

柳
　「
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
」の
使
途
は
。

農
林
商
工
課
長

　林
業
振

興
に
広
く
活
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

柳
　「
森
林
経
営
管
理
法
」

の
仕
組
み
は
。

農
林
商
工
課
長

　森
林
所

有
者
が
自
ら
経
営
管
理
で

き
な
い
森
林
を
対
象
に
し

て
い
る
。

柳
　「
森
林
経
営
管
理
法
」

と
町
と
の
関
わ
り
は
。

農
林
商
工
課
長

　市
町
村

が
仲
介
役
と
な
っ
て
、
意

欲
あ
る
森
林
経
営
者
に
集

積
、集
約
化
す
る
。

柳
　
筑
前
町
に
設
置
さ
れ

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
一
日
使
用
量
は
。

農
林
商
工
課
長

　50
〜
60

年
生
の
杉
丸
太
で
400
本
必

要
と
の
こ
と
。

柳
　
地
球
温
暖
化
防
止
に

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

貢
献
は
。

農
林
商
工
課
長

　木
材
が

成
長
し
て
い
く
過
程
が
燃

焼
時
に
排
出
す
る
量
を

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」と
し
て
換
算
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

柳
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
と「
森
林
経
営
管
理
法
」

と
の
関
係
は
。

農
林
商
工
課
長
　
適
正
な

間
伐
等
で
有
効
に
利
用
す

る
こ
と
が
本
法
律
の
趣
旨

に
見
合
う
も
の
で
あ
り
災

害
防
止
等
に
も
寄
与
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

柳
　
森
林
は
将
来
に
わ
た

り
親
か
ら
子
へ
と
循
環
し

て
行
く
も
の
で
あ
り
、人

間
の
手
で
た
ゆ
ま
ず
守
り

育
て
て
ゆ
く
こ
と
で
、貴

重
な
財
産
と
な
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

森
と
発
電

あなたの山は大丈夫？

新
た
な
山
の
活
用

こ
れ
か
ら
の
森
林
行
政
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一
般
質
問

木村和彦　議員

事
業
等
を
十
分
検
討
し
な
が
ら
対
応
す
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

　
　
　
　
　
　施
設
改
善
を

木
村
　
一
般
町
民
・
様
々

な
団
体
・
年
齢
層
が
参
加

で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、現
況
と
問
題
点
は
。

生
涯
学
習
課
長

　町
主
催

等
が
多
く
の
行
事
を
開
催

し
盛
大
に
盛
り
上
が
っ
て

い
る
。た
だ
し
、会
場
・
監

視
員
等
の
確
保
に
問
題
が

あ
る
。

木
村
　
多
目
的
運
動
公
園

の
一
部
に
日
射
病
・
熱
射

病
予
防
対
策
の
た
め
の
ス

タ
ン
ド
を
設
置
し
て
は
。

生
涯
学
習
課
長

　各
団

体
・
各
個
人
で
の
対
応
と

施
設
に
あ
る
テ
ン
ト
で
対

応
し
て
ほ
し
い
。

都
市
計
画
課
長
　
現
状
維

持
を
保
ち
つ
つ
状
況
を
精

査
し
な
が
ら
、予
算
の
範

囲
内
で
効
果
的
な
改
修
整

備
を
検
討
す
る
。

木
村
　
盛
り
上
が
り
や
感

動
を
呼
ぶ
た
め
に
野
球
場

に
放
送
設
備
設
置
を
す
る

べ
き
で
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
年
間
を

通
し
て
の
使
用
頻
度
の
点

か
ら
現
在
の
利
用
形
態
で

運
営
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　財
政
が
厳
し
い

中
、事
業
等
を
十
分
検
討

し
な
が
ら
で
き
得
る
も
の

か
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

木
村
　
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
個
人
で
も
、気
軽
に
使

用
で
き
る
環
境
を
望
む
と

の
声
が
あ
る
が
。

生
涯
学
習
課
長

　利
用
料

金
は
、町
内
在
住
者
に
は
、

低
く
設
定
し
、体
育
館
等

の
個
人
使
用
も
可
能
。利

用
時
間
の
設
定
は
、今
後

検
討
す
る
。

木
村
　
た
め
池
の
管
理
責

任
者
は
、誰
に
依
頼
し
て

い
る
の
か
。

農
林
商
工
課
長

　現
在

は
、地
元
行
政
区
で
あ
る
。

今
後
は
、実
際
に
管
理
し

て
い
る
団
体
等
と
管
理
協

定
を
結
ん
で
い
く
予
定
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
　
　
　
　計
画
は

た
め
池
管
理
体
制
はドッヂビー大会の様子

横山善美　議員

整
備
は
進
め
て
い
く

掩
体
壕
の
整
備
を
急
げ

横
山
　
大
刀
洗
飛
行
場
の

貴
重
な
戦
跡
で
あ
る
掩
体

壕
を
戦
跡
公
園
と
し
て
整

備
す
る
と
の
事
だ
が
、現

在
は
荒
れ
た
状
況
に
あ

る
。今
後
の
整
備
計
画
は
。

企
画
課
長

　平
成
28
年
10

月
に
町
が
取
得
。専
門
業

者
に
よ
る
調
査
・
設
計
を

行
っ
て
い
る
。整
備
後
の
管

理
運
営
方
法
は
、ま
だ
検

討
中
。

町
長

　戦
跡
と
し
て
の
価

値
は
認
め
て
い
る
。
整
備

は
進
め
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
、
財
政
計
画
を
し
っ

か
り
や
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

横
山
　
国
の
基
準
で
は
、

無
償
化
時
期
は
、幼
稚
園

児
は
３
歳
の
誕
生
月
か

ら
、保
育
園
児
は
３
歳
児

ク
ラ
ス（
４
月
以
降
の
誕

生
日
は
３
歳
未
満
児
と
な

る
）か
ら
と
最
大
１
年
間

の
差
異
が
出
る
。本
町
独

自
で
幼
稚
園
と
同
じ
基

準
、誕
生
月
で
無
償
化
で

き
な
い
か
。

町
長

　非
常
に
矛
盾
を
感

じ
る
今
回
の
制
度
と
思
う

が
、町
民
の
税
金
で
賄
う

の
は
困
難
。
国
等
へ
要
望

を
伝
え
る
。
初
年
度
で

様
々
な
問
題
も
出
る
と
思

う
の
で
総
合
的
に
町
も
考

え
る
。

教
育
長

　保
育
所
と
幼
稚

園
で
対
象
の
年
齢
に
差
が

あ
る
。今
後
も
県
や
近
隣

自
治
体
か
ら
情
報
収
集

し
、制
度
上
の
課
題
と
し

て
関
係
課
と
情
報
共
有
し

て
連
携
し
て
い
く
。

掩
体
壕
の

　
　
　　整
備
計
画
は

幼
稚
園
児
と
保
育
園
児

の
無
償
化
時
期
の
差
異

は

貴重な戦跡・掩体壕

そ
の
他
の
質
問

・
た
め
池
管
理
保
全
法
の

 

施
行
に
対
す
る
対
応
は
。

・
町
は
、た
め
池
管
理
を
監

 

督
・
指
導
す
べ
き
で
は
。

そ
の
他
の
質
問

「
遊
休
・
荒
廃
農
地
の
現
状

 
と
そ
の
後
、状
況
は
改
善

 
さ
れ
て
い
る
の
か
。」

え
ん

　た
い

　ご
う



石
橋
　
平
成
29
・
30
年
度

の
新
生
児
聴
覚
検
査
受
診

率
は
。

健
康
課
長
　
29
年
度
95.5
％
、

30
年
度
100
％
。

石
橋
　
厚
生
労
働
省
は
、

市
町
村
に
対
し
て
受
診
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

求
め
て
い
る
が
、福
岡
県

内
で
公
費
負
担
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
は
あ
る
の

か
。

健
康
課
長
　
県
内
４
市
町

で
実
施
、年
度
内
に
１
市

が
実
施
予
定
。

石
橋
　
日
々
誕
生
し
て
く

る
子
ど
も
の
た
め
、筑
前

町
で
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
べ
き
で
あ
り
、ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
具
体
的
な

制
度
設
計
を
行
い
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

町
長
　
子
育
て
支
援
に

は
、よ
そ
の
自
治
体
に
負

け
な
い
く
ら
い
様
々
な
こ

と
を
や
っ
て
お
り
、
交
付

税
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、来
年
度
に

向
け
て
設
計
し
て
い
き
た

い
。

石
橋
　
町
内
小
・
中
学
校

の
特
別
教
室
や
体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は
。

教
育
課
長
　
小
・
中
学
校

と
も
特
別
教
室
は
64
％
、

体
育
館
は
未
設
置
。

石
橋
　
本
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
子
ど
も
議
会
で
も

体
育
館
に
冷
暖
房
が
欲
し

い
と
切
実
な
要
望
が
な
さ

れ
た
。災
害
時
に
指
定
避

難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の

空
調
設
備
に
つ
い
て
は
、

町
の
負
担
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
国
の
支
援
が
あ

る
が
、今
後
の
方
針
は
。

町
長
　
小
・
中
学
校
６
校

の
体
育
館
と
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

調
整
も
必
要
で
あ
り
、質

問
を
十
分
受
け
止
め
な
が

ら
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

14筑前議会だより（55号）

一
般
質
問

寺原裕明　議員

　
　
　
　

寺
原
　
水
泳
の
学
習
を
す

る
生
徒
及
び
夏
休
み
に

プ
ー
ル
監
視
を
さ
れ
る
保

護
者
の
熱
中
症
予
防
の
た

め
、プ
ー
ル
に
庇
を
設
置

し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
課
長
　
熱
中
症
対
策

に
は
万
全
を
期
す
必
要
が

あ
る
。庇
が
未
設
置
の
学

校
に
つ
い
て
は
、日
よ
け
対

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

寺
原
　
東
門（
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
側
）が
閉
ま
っ
て
い
る

た
め
、生
徒
た
ち
は
遠
回

り
し
て
、交
通
量
の
多
い

国
道
沿
い
を
登
下
校
し
て

い
る
。生
徒
の
安
全
の
た

め
、東
門
を
開
け
て
は
ど

う
か
。

教
育
課
長
　
以
前
、東
門

付
近
で
交
通
事
故
が
起
き

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、現

在
は
閉
め
ら
れ
て
い
る
。

生
徒
の
安
全
が
最
優
先
で

あ
り
、東
門
の
開
閉
に
つ
い

て
は
、学
校
運
営
協
議
会

等
で
協
議
、判
断
し
て
い

き
た
い
。

寺
原
　
文
部
科
学
省
は
、

校
則
は
学
校
を
取
り
巻
く

様
々
な
状
況
を
踏
ま
え

て
、見
直
し
を
行
っ
て
よ

い
と
言
っ
て
い
る
。町
内
の

中
学
校
に
お
け
る
校
則
の

見
直
し
の
状
況
は
。

教
育
課
長
　
以
前
は
靴
下

の
色
が
白
だ
け
で
あ
っ
た

の
が
、
黒
色
の
靴
下
も
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

制
服
の
見
直
し
に
つ
い
て

も
、生
徒
の
実
態
や
社
会

的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、機

能
性
や
多
様
な
性
な
ど
へ

の
配
慮
の
視
点
か
ら
、数

年
か
け
て
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

寺
原
　
校
則
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、今
後
と
も
学

校
へ
の
働
き
か
け
や
ご
指

導
を
お
願
い
し
た
い
。

石橋里美　議員

来
年
度
に
向
け
て
設
計
し
て
い
き
た
い

新
生
児
聴
覚
検
査
の

　
　
　
　
　
　制
度
設
計
を

庇
の
な
い
学
校
に
は
、

　
　

日
よ
け
対
策
を
検
討
す
る

学
校
の
プ
ー
ル
に

　
　
　日
よ
け
の
庇
設
置
を

新
生
児
聴
覚
検
査
を

　
　
　公
費
負
担
で

東
小
田
小
学
校
の

プ
ー
ル
に
庇
の
設
置
を

ひ
さ
し

夜
須
中
学
校
の

　
　　東
門
の
開
閉
を

町
内
中
学
校
に
お
け
る

　
　校
則
の
見
直
し
は

特
別
教
室
や
体
育
館
に

　も
エ
ア
コ
ン
設
置
を

強い日差しの下で応援する
児童と保護者
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河内直子　議員

８
月
に
は
パ
ネ
ル
展
を
し
て
い
く

禎
子
の
折
り
鶴
と
一
緒
に

　

　原
爆
パ
ネ
ル
の
常
設
を

河
内
　
被
爆
の
実
状
を
学

び
・
知
ら
せ
る
こ
と
は
、非

常
に
大
切
。平
和
記
念
館

に
原
爆
パ
ネ
ル
を
常
設
し

た
ら
ど
う
か
。

企
画
課
長
　
常
設
は
し
な

い
が
８
月
に
は
パ
ネ
ル
展

を
し
て
い
く
。

河
内
　
核
兵
器
禁
止
条
約

が
国
連
で
採
択
さ
れ
て
い

る
。
条
約
の
批
准
を
政
府

に
求
め
る
べ
き
で
は
。

町
長
　
平
和
首
長
会
議
の

取
り
組
み
を
通
じ
、核
の

な
い
社
会
づ
く
り
の
具
現

化
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

河
内
　
全
国
知
事
会
が

「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
見
直
し
」を
打
ち
出
し

た
。全
国
市
町
村
会
で
も
、

同
じ
歩
調
を
と
る
べ
き
で

は
。

町
長
　
11
月
の
全
国
町
村

会
議
の
折
り
に
提
起
さ
れ

る
と
思
う
。賛
同
し
た
い
。

河
内
　
待
機
児
童
解
消
の

具
体
的
な
対
策
は
。

こ
ど
も
課
長
　
８
月
時
点

で
65
名
い
る
。小
規
模
保

育
施
設
・
幼
稚
園
で
の
２

歳
児
保
育
・
企
業
型
保
育

施
設
の
推
進
が
必
要
。

河
内
　
保
育
士
の
働
き
方

の
実
態
を
つ
か
む
べ
き
で

は
。

こ
ど
も
課
長
　
国
や
県
か

ら
依
頼
が
あ
れ
ば
、対
応

し
た
い
。

河
内
　
低
す
ぎ
る
国
基

準
・
保
育
士
の
労
働
条
件

を
改
善
し
、長
く
働
き
続

け
ら
れ
る
保
育
環
境
を
整

備
し
て
い
く
上
で
も
、国

に
配
置
基
準
見
直
し
を
求

め
る
べ
き
で
は
。

町
長
　
改
善
を
な
す
べ
き

と
い
う
要
望
は
続
け
て
い

く
べ
き
。現
状
で
は
、ま
ず

今
の
基
準
で
保
育
士
の
確

保
を
優
先
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

広
島・長
崎
を
一
日
も

　
　
　
　　忘
れ
る
な

日
米
地
位
協
定
を

　
　
　
　

　見
直
せ

待
機
児
童・保
育
士

　
　　不
足
の
解
消
を

配
置
基
準
を
見
直
せ

寄贈された「禎子の折り鶴」

９月議会 傍聴者の声
　森林を守るための法律など、知らないこ
とばかりでした。バイオマス発電が環境保
全に役に立ちますように。子育て支援は、町
の主たる柱にしていただきたい。　　（匿名）

　掩体壕の整備について、町民の方に広く、
募金活動をして、お金を集めると良いので
はと思う。　　　　　　　　　　　（匿名）

※禎子さんは、広島平和記念公園で原
　爆の子の像のモデルとなった方です。

今回の傍聴者数は43人でした。
ご来場ありがとうございました。
ご意見は全議員で拝読し、これからの
議会活動に活かしていきます。

一般質問通告書の公開
11月20日以降、ホームページで公開の予定
です。支所窓口や議会事務局で一般質問通告
書を配布していますので、ぜひご覧ください。

12月定例会 （予定）
●開会

●一般質問

●閉会

12月　４日（水）
午前10時より
12月　９日（月）
　～11日（水）
午前10時より
12月13日（金）
午後２時より

※日程は確定次第、ホームページに掲載します。
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記

後

集

編

第3回

ちくぜん
レポート

　
９
月
に
地
域
の
敬
老
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
輩
の

方
々
と
接
す
る
中
、
元
気
と
勇

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
84
歳
に
な
る
私
の
母
は
、
一

人
で
長
崎
に
住
ん
で
い
ま
す
。

80
歳
ま
で
洗
濯
の
す
す
ぎ
は
タ

ラ
イ
で
手
洗
い
し
て
い
た
母

も
、
年
々
会
う
度
に
背
中
が
曲

が
り
耳
も
遠
く
な
り
、
認
知
症

の
疑
い
も
出
て
き
て
い
る
姿
を

見
る
た
び
、
寂
し
さ
を
感
じ
る

と
と
も
に
感
謝
の
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

「
頑
張
れ
！
人
生
の
先
輩
」

　
　
　
　
　
　（
石
橋
　
里
美
）

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
　
　
長

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

田
中
　
政
浩

山
本
　
久
矢

河
内
　
直
子

寺
原
　
裕
明

柳
　
　
雅
明

石
橋
　
里
美

木
村
　
和
彦

　前回掲載した「女性消防操法大会結団式」。
今回は８月の福岡県大会に指揮者として出場

された林拓子さんによる「続編」レポートです。

　私たち女性消防団は、「自分たちの地域は自
分たちで守る」という思いで、防火・防災の啓
発および広報、消防団の後方支援を中心に活動
しています。
　今年度は、筑前町女性消防団として初めて福
岡県女性消防操法大会に出場しました。西部分
署の熱い指導と男性消防団の心強いサポートの
もと、３カ月間の厳しい訓練を乗り越え、８月
２５日の県大会に臨みました。入賞はできませ
んでしたが、団員同士の絆や今後の活動につな
がる経験を積むことができ、達成感を感じるこ
とができました。応援や支えていただいた方々
に感謝するとともに、最後まで一緒に頑張りきっ
た団員へも心から感謝の気持ちでいっぱいです。

　大己貴神社は、『日本書紀』に記載される由緒
ある神社で、地元では「おんがさま」と親しまれ
ています。
　毎年10月23日には「おくんち」と呼ばれる秋
季大祭が行われます。このお祭りは秋の収穫を
感謝し地域の安心安全な暮らしを願うもので
700年ほどの歴史があります。
　当日は、地域住民による神輿行列・女子小中
学生による「浦安の舞」の奉納・地域住民による
毛槍行列があり、昔から大切に受け継がれてい
る、貴重な伝統行事です。

ひろ　こ

美しく華やかな「浦安の舞」

ご存知ですか？　「おんがさま」　「おくんち」

いざ、放水始め！

け　やり

おお　な む ち


